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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
憤
怒
の
阿
修
羅

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
５
３
９
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
幻
獣
王

【
あ
ら
す
じ
】

　
目
覚
め
る
と
其
処
は
灰
色
の
空
と
砂
漠
。
状
況
が
掴
め
ず
、
謎
の
声
に
導
か

れ
る
ま
ま
に
先
を
進
む
。
そ
の
先
に
、
八
神
将
だ
っ
た
ア
ス
ラ
を
待
ち
う
け
て

い
る
の
は
…
…
。
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招
か
れ
る
阿
修
羅
（
前
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
が
短
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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招
か
れ
る
阿
修
羅

視
界
に
入
る
光
景
は
灰
色
の
煙
が
漂
う
空
。
地
面
を
覆
う
砂
漠
は
灰
色
の
空
と

同
じ
色
。

金
属
質
で
覆
わ
れ
た
両
腕
で
地
面
に
付
け
て
上
半
身
を
起
き
上
が
ら
せ
る
。
白

髪
染
め
か
、
元
か
ら
白
髪
だ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
穏
や
か
な
風
が
、

そ
っ
と
逆
立
て
た
髪
の
毛
が
揺
ら
い
だ
。

生
気
が
無
い
白
い
目
の
奥
底
は
、
負
の
念
を
宿
し
て
い
る
よ
う
だ
。
顔
、
筋
肉

質
の
体
、
足
の
色
は
、
緋
色
か
紅
緋
色
で
肌
や
皮
膚
が
染
ま
っ
て
い
る
。
下
半

身
は
貴
賓
の
装
飾
を
付
け
加
え
た
武
道
の
胴
着
。
も
う
数
百
年
の
年
月
が
過
ぎ

た
か
の
よ
う
に
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
。

―
―
目
が
醒
め
た
よ
う
だ
ね
。

「
―
―
！
？
」

直
ぐ
様
足
を
正
常
に
立
た
せ
て
、
周
囲
を
目
で
見
な
が
ら
捜
索
。

―
―
見
つ
け
よ
う
と
し
て
も
無
駄
だ
よ
。

「
…
…
」
謎
の
声
が
、
人
間
と
は
程
遠
い
筋
肉
質
で
異
様
な
姿
の
男
の
耳
に
響

い
て
い
る
。

―
―
深
淵
の
底
に
憤
怒
を
抱
え
る
阿
修
羅
よ
、
そ
の
怒
り
の
拳
を
ボ
ク
に
見
せ

て
く
れ
る
か
い
？

「
…
…
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
…
…
姿
を
…
…
姿
を
現
せ
！
！
！
」

―
―
そ
れ
は
出
来
な
い
。
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「
な
ら
…
…
何
が
目
的
だ
！
！
」

―
―
君
の
力
が
見
た
い
だ
け
さ
。
神
業
な
格
闘
術
で
“
ゴ
ー
マ
”
を
一
掃
す
る

力
を
ね
。

「
…
…
俺
の
力
を
？
」

な
ぜ
、
こ
の
声
の
持
ち
主
は
そ
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
不
思
議
な
表

情
を
す
る
。

―
―
答
え
は
簡
単
さ
。
ボ
ク
が
正
真
正
銘
の
神
だ
か
ら
だ
よ
。

一
瞬
浮
か
ん
だ
事
を
、
瞬
時
に
言
い
当
て
ら
れ
た
。

「
…
…
正
真
正
銘
！
？
」

―
―
信
じ
ら
れ
な
い
者
は
大
抵
そ
ん
な
形
式
で
驚
く
よ
。
神
を
偽
っ
て
名
乗
る

か
ら
、
馬
鹿
げ
た
反
応
し
か
し
な
い
の
か
な
？

筋
肉
質
の
男
の
目
前
に
、
黒
色
の
円
形
型
魔
方
陣
が
地
面
に
現
れ
る
。

―
―
其
所
に
入
っ
て
ご
ら
ん
。
君
と
同
じ
よ
う
な
愚
か
な
存
在
が
常
世
を
目
指

そ
う
と
踏
ん
張
っ
て
い
る
よ
。

行
動
出
来
る
選
択
肢
は
謎
の
声
に
従
う
他
な
い
よ
う
だ
。
一
歩
ず
つ
足
を
動
か

し
、
魔
方
陣
に
踏
み
入
れ
る
。
無
が
強
調
さ
れ
た
世
界
か
ら
、
元
“
八
神
将
”

の
『
ア
ス
ラ
』
は
魔
方
陣
の
効
果
で
別
の
場
所
へ
転
移
さ
れ
た
。

そ
の
先
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
異
形
の
存
在
が
待
ち
構
え
て
い
る
と
知
ら
ず
に
…
…
。
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つ
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招
か
れ
る
阿
修
羅
（
後
書
き
）

こ
れ
か
ら
色
々
な
奴
ら
が
現
れ
ま
す
。
話
の
内
容
は
主
に
戦
闘
が
中
心
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

憤怒の阿修羅
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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て

http://ncode.syosetu.com/n3539ba/

